
大
鹿
村
会

本
会
議
も
不
採
択

下
伊
那
郡
大
鹿
村
議
会
は
２０
日

の
定
例
会
本
会
議
で
、
Ｊ
Ｒ
東
海

の
リ
エ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
工
事

に
反
対
す
る
決
議
を
求
め
た
陳
情

を
賛
成
３
人
、
反
対
４
人
の
賛
成

少
数
で
不
採
択
と
し
た
。
リ
ニ
ア

エ
事
に
反
対
す
る
村
民
有
志
６
人

が
提
出
し
て
い
た
。
陳
情
者
側
は

採
決
前
、
村
内
外
で
こ
の
日
ま
で

に
募

っ
た
陳
情

へ
の
賛
同
者
２
０

５
４
人

（陳
情
者
発
表
）
の
署
名

一を
村
議
会
事
務
局

へ
出
し
た
。

一　
討
論
で
は
、
賛
否
双
方
の
立
場

か
ら
各
１
人
発
言
が
あ

っ
た
。
採

択
賛
成
の
立
場
の
議
員
は
、
村
内

で
は
こ
れ
ま
で
リ
エ
ア
エ
事
自
体

の
可
否
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
が

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、

「
（工
事
を
）

一
歩
立
ち
止
ま

っ

て
考
え
て
み
る
べ
き
だ
」
と
主
張
。

反
対
の
立
場
の
議
員
は
、
同
郡
松

川
町
へ
と
つ
な
が
る
県
道
松
川
イ

ン
タ
ー
大
鹿
線
を

「大
鹿
の
生
命

線
」
と
し
、
こ
の
県
道
が
リ
ニ
ア

エ
事
に
よ

っ
て
改
良
さ
れ
る
こ
と

を
重
要
視
す
べ
き
だ
と
し
た
。

陳
情
は
、
工
事
着
手

へ
の

「住

民
理
解
」
の
判
断
は
事
業
者
で
あ

る
Ｊ
Ｒ
が
す
る
―
と
し
て
い
る
同

社
の
姿
勢
や
、
生
活
や
自
然
環
境

を
壊
す
と
し
て
工
事
計
画
を
批

判
、
工
事
に
反
対
す
る
決
議
を
求

め
て
い
た
。
１２
日
の
村
議
会
特
別

委
員
会
審
議
で
は
ハ
委
員
６
人
の

採
決
で
賛
否
同
数
と
な
り
、
委
員

長
裁
決
で
不
採
択
だ

っ
た
。

陳
情
代
表
者
で
、
村
リ
ニ
ア
対

策
委
員
の
前
島
久
美
氏
（３４
）
に
よ

る
と
、
署
名
は
県
内
外
の
リ
ニ
ア

路
線
の
沿
線
住
民
が
中
心
。
前
島

氏
は

「工
事
に
直
面
し
て
い
る
地

域
住
民
が

（狭
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
中
で
）
リ
エ
ア
に
つ
い
て
議

論
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
る
。

何

と
か
変
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。

リ
エ
ア
エ
事
反
対
決
議
求
め
た
陳
情

れ
'4
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